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１
３
８
本
の
川
が
網
目
の
よ
う

に
流
れ
、
水
と
と
も
に
発
展
し
て

き
た
徳
島
市
。
そ
の
中
心
部
に
位

置
す
る
ひ
ょ
う
た
ん
島
は
、
新
町

川
と
助
任
川
に
囲
ま
れ
た
外
周
約

６
㌔
の
中
州
で
、
上
空
か
ら
見
た

形
が
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
形
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
て
お
り
、
水
都
・
と
く
し
ま

を
象
徴
す
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

本
市
は
、
市
の
全
国
的
な
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
こ
の

ひ
ょ
う
た
ん
島
を
徳
島
市
に
し
か

な
い
魅
力
を
体
験
で
き
る
場
所
と

し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、

ひ
ょ
う
た
ん

島
を
舞
台

に
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
型
イ

ベ
ン
ト
を
行

い
、
多
く
の

人
に
ひ
ょ
う

た
ん
島
に
来

て
、
見
て
、

そ
の
魅
力
を

感
じ
て
も
ら

お
う
と
「
徳

島
ひ
ょ
う
た

ん
島
博
覧

会
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

博
覧
会
開 

催
に
向
け

て
、
ひ
ょ
う 

た
ん
島
の
水 

辺
で
活
動
す
る
団
体
な
ど
で
構
成

す
る
「
徳
島
ひ
ょ
う
た
ん
島
博
覧

会
実
行
委
員
会
」
を
５
月
に
設 

置
。
徳
島
市
出
身
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
メ
ダ
リ
ス
ト
の
源
純
夏
委
員
長

の
も
と
話
し
合
い
を
重
ね
、
こ
の

た
び
次
の
と
お
り
概
要
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

徳
島
ひ
ょ
う
た
ん
島
博
覧
会
の

開
催
日
は
10
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰

で
、
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
は 

〝
川
い
い
ね
！
と
く
し
ま
。〟で
す
。

　

２
日
間
を
通
し
て
、
人
と
川
と

の
距
離
を
縮
め｢

川
い
い
ね
！｣

と
思
っ
て
も
ら
え
る
体
験
型
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

内
容
は
、「
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
」

や
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
で
舟
を
造
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
助
任
川
造
船 

所
」「
手
作
り
ボ
ー
ト
大
会
」「
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ア
ー
ト
作
品
展
示
」
な
ど

で
、
連
携
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
あ
り

ま
す
。

水
上
パ
レ
ー
ド
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

　

博
覧
会
の
目
玉
と
し
て
、
周
遊

船
や
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
多
く
の
船
が

参
加
し
て
ひ
ょ
う
た
ん
島
を
１
周

す
る
水
上
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま

す
。

　

水
上
パ
レ
ー
ド
に
は
、
ご
自
分

の
船
や
カ
ヤ
ッ
ク
で
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
パ
レ
ー

ド
に
合
わ
せ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
水
辺
の
公
園
な
ど
に
集
ま
っ
て

も
ら
い
、
ひ
ょ
う
た
ん
島
を
囲
む

「
人
の
輪
」
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

徳
島
ひ
ょ
う
た
ん
島
博
覧
会
の

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■�

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ア
ー
ト
作
品
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

［
と
き
］８
月
17
日
㈯
、
24
日
㈯
、

９
月
15
日
㈰
、
21
日
㈯
各
日
14
時

～
16
時

［
と
こ
ろ
］Ｔ
Ｌ
Ｔ（T

okushim
a 

LED
 T

erakoya 

東
船
場
町
１
）

な
ど

［
内
容
］Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
光
の
雲
を
作
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
完
成
し
た
作

品
は
博
覧
会
で
展
示

［
参
加
料
］２
０
０
円

［
申
し
込
み
方
法
］住
所
、
名
前
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
コ
モ
ン
ズ

〈 

FAX
（
６
５
２
）
７
６
６
６  

info@
led-terakoya.com

〉へ
。

■
水
辺
の
夢
プ
ロ
グ
ラ
ム

▼
万
代
中
央
ふ
頭
カ
ヌ
ー
体
験

［
と
き
］９
月
１
日
㈰
①
10
時
30
分

～
②
13
時
30
分
〜

［
内
容
］「
と
く
し
ま
吉
野
川
支
援

の
輪
」
の
指
導
で
カ
ヌ
ー
に
挑
戦

［
対
象
］小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
の
立
ち
会
い
が
必
要
）

［
定
員
］各
30
人

（
先
着
）

［
参
加
料
］５
０
０

円
（
保
険
料
を
除 

い
て
東
日
本
大
震 

災
被
災
地
に
寄
付
）

▼
水
辺
de
い
け
ば
な
教
室

［
と
き
］９
月
29
日
㈰
①
10
時
30
分

～
②
13
時
30
分
〜

［
と
こ
ろ
］万
代
中
央
ふ
頭　

第
二

倉
庫
（
万
代
町
5
）

［
内
容
］水
辺
空
間
で
楽
し
む
生
け

花［
対
象
］小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

［
定
員
］各
5
組
（
先
着
・
1
組
3

人
ま
で
）

［
参
加
料
］一
人
１
０
０
０
円
（
花

代
）

［
申
し
込
み
方
法
］い
ず
れ
も
、
プ 

ロ
グ
ラ
ム
名
、
希
望
時
間
、
住
所
、

名
前
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
電
話

ま
た
は
メ
ー
ル
で
ア
ク
ア
・
チ
ッ

タ
〈 

（
６
７
９
）
８
０
０
１ 

n
p

o
@

a
q

u
a

citta
.co

m

〉 

へ
。

※
電
話
は
平
日
正
午
〜
16
時

▲徳島ひょうたん島博覧会の舞台となる「ひょうたん島」

▲博覧会のロゴマーク

257,941人
122,318人
135,623人
115,381世帯
191.68km2

（＋12）
（＋25）
（－13）
（＋66）

人口
男
女

世帯数
面積

平成25年8月1日現在（前月比）

[

問
い
合
わ
せ
先]

徳
島
ひ
ょ
う
た

ん
島
博
覧
会
実
行
委
員
会
事
務

局（
企
画
政
策
課
内
）
（
６
２
１
） 

５
０
８
５

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

徳
島
ひ
ょ
う
た
ん
島
博
覧
会

概
要
が
決
定
し
ま
し
た
！

～
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？
～

　
水
都
・
と
く
し
ま
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る「
徳
島
ひ
ょ
う
た
ん
島
博
覧
会
」の

概
要
が
決
ま
り
ま
し
た
。舞
台
は
、水
都
・
と
く
し
ま
を
象
徴
す
る「
ひ
ょ
う
た
ん
島
」。他
都
市
に
は
な
い
水
都
の

魅
力
を
体
感
で
き
る
多
彩
な
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
予
定
で
す
。博
覧
会
開
催
に
向
け
て
、本
番
を
さ
ら
に
盛

り
上
げ
る
た
め
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

舞
台
は

ひ
ょ
う
た
ん
島

川
辺
で
楽
し
む

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

開
催
日
は

10
月
26
日
、
27
日

の

　　なぜ、新町西に再開発が必要？

　　再開発事業とは、老朽化が著しい市街地 
を再び新しい時代に合うようにつくり直し、 
安全で快適なまちに再生する事業です。
　今回再開発を行う新町西地区は、徳島駅か
ら眉山や阿波おどり会館を結ぶ本市シンボル 
ゾーンと新町川とが交わる本市中心市街地の 
中でもとりわけ重要な地区ですが、近年は郊 

外への大規模
集客施設の進
出などにより
人の流れが減
少し、空き店
舗が目立つな
ど、非常に厳
しい状況です。 

　これらを改善し、県都の顔ともいえる中心市
街地を再生させるためには再開発事業が必要
であり、同事業の推進により、老朽化した文化
センターに代わる新ホールを整備するとともに、
既存の施設などと連携してまちなかの魅力を 
アップさせ、文化の香りと活力にあふれた “ 心
おどる水都・とくしま ” らしいまちづくりを目
指します。

◇　◇　◇　◇
　地元組合が事業主体となって行う新町西地
区市街地再開発事業により、大小二つの新ホ
ールや周遊船が発着できる拠点となる川の駅、
商業施設などの整備を一体的に進めています。
　そこで今号から毎月 15 日号で、これらの事 
業に関するさまざまな疑問にお答えしていき 
ます。
［問い合わせ先］再開発推進室（ 621－5269）

お 答 え し ま す！

▲�新町西地区市街地再開発事業
の完成イメージ

新 再町 開 事西 発 業

Q
A

～再開発事業編①～

??

AQ
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９
月
１
日
は
、
大
正
12
年
（
１
９

２
３
年
）
に
関
東
大
震
災
が
発
生
し

た
日
で
、
毎
年
９
月
１
日
は
「
防
災

の
日
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日

を
中
心
と
す
る
防
災
週
間
を
機
会

に
、
家
族
で
の
防
災
対
策
を
あ
ら
た

め
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
「
自
助
」「
共
助
」
で
対
応
を

　

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

道
路
の
寸
断
や
建
物
の
倒
壊
、火
災
、

断
水
、
停
電
な
ど
が
同
時
多
発
的

に
起
き
、
行

政
機
関
も
平

常
時
の
よ
う

な
救
助
活
動

を
行
う
こ
と

が
困
難
に
な

り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
場

合
、
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
に
は
「
自

分
の
安
全
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う

「
自
助
」と
、地
域
住
民
が
連
携
し「
自

分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
「
共
助
」
が

重
要
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
７
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で

は
、
２
万
人
以
上
の
人
が
倒
壊
し
た

家
屋
や
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ
た
状

態
か
ら
、
家
族
や
隣
近
所
の
人
た
ち

に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
津
波
か
ら
の
避
難

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
地
震
に
伴

う
津
波
が
発
生
し
、
多
く
の
人
が
津

波
に
よ
り
被
災
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

震
災
を
教
訓
と
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら

津
波
災
害
に
対
す
る
備
え
を
万
全
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
津
波
の
危
険
が
あ
る
場
合
は
、「
素

早
く
、
高

い
安
全
な

場
所
」
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
普

段
か
ら
「
津
波
避
難
ビ
ル
」
や
近
く

の
高
台
な
ど
の
安
全
な
場
所
を
確
認

し
て
お
き
、
そ
の
場
所
へ
避
難
す
る

た
め
の
経
路
を
実
際
に
歩
い
て
、
危

険
箇
所
な
ど
を
事
前
に
確
認
し
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
す
。

②
車
で
避
難
す
る
と
、
渋
滞
が
発
生

し
避
難
が
間
に
合
わ
ず
、
か
え
っ
て

危
険
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
津
波
か

ら
は
原
則
、
徒
歩
で
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

③
揺
れ
が
小
さ
く
て
も
大
津
波
警
報

や
津
波
警
報
、
同
報
無
線
の
サ
イ
レ

ン
音
な
ど
を
聞
い
た
ら
す
ぐ
に
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

④
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
重
す
ぎ
る
と
避
難
に

支
障
が
出
る
の
で
、
必
要
最
小
限
の

も
の
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
入

れ
て
、
玄
関
な
ど
す
ぐ
に
持
ち
出
せ

る
場
所
に
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
避
難
所
と
津
波
避
難
ビ
ル
の
違
い

　

津
波
避
難
ビ
ル
と
は
、
津
波
の
危

険
か
ら
緊
急
的
・
一
時
的
に
避
難
す

る
た
め
の
建
物
で
あ
り
、
災
害
に
よ

り
自
宅
を
失
っ
た
人
が
、
被
災
後
の

生
活
を
送
る
避
難
所
と
は
区
別
し
て

覚
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
津

波
か
ら
避
難
す
る
際
に
は
、
避
難
所

で
は
な
く
、「
津
波
避
難
ビ
ル
」
に

避
難
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

▽
津
波
避
難
ビ
ル
の
拡
充

　

徳
島
市
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
な
ど
に
よ
る
津
波
災
害
に
備

え
、
津
波
か
ら
命
を
守
る
た
め
の
一

時
的
な
避
難
場
所
と
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
「
津
波
避
難

ビ
ル
」
や
「
津
波
避
難
場
所
」
の
指

定
拡
充
を
進
め
て
い
ま
す
。
７
月
１

日
現
在
で
、
５
０
４
棟
の
津
波
避
難

ビ
ル
、
３
カ
所
の
津
波
避
難
場
所
を

指
定
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
引
き

続
き
、
津
波
か
ら
の
避
難
場
所
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

現
在
指
定
し
て
い
る
津
波
避
難
ビ

ル
・
津
波
避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、

徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▽
津
波
避
難
場
所
整
備

　

川
内
地
区
で
建
設
さ
れ
て
い
る
四

国
横
断
自
動
車
道
の
盛
り
土
の
り
面

を
利
用
し
た
津
波
避
難
施
設
２
カ
所

を
整
備
し
て
い
ま
す
。

▽
地
震
連
動
自
動
解
錠
か
ぎ
保
管
庫

の
設
置

　

津
波
避
難
ビ
ル
と
な
る
沿
岸
部
の

公
的
機
関
な
ど
に
、
夜
間
や
休
日
で

も
円
滑
に
避
難
が
行
え
る
よ
う
、
地

震
連
動
自
動
解
錠
か
ぎ
保
管
庫
（
右

下
写
真
参
照
）
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
保
管
庫

は
、
震
度
５

強
以
上
の
揺

れ
を
感
知
す

る
と
自
動
的

に
解
錠
し
ま

す
。
避
難
す
る
人
は
、
保
管
庫
の
中

に
入
っ
て
い
る
鍵
な
ど
を
使
っ
て
、

津
波
か
ら
の
避
難
に
有
効
な
階
へ
行

く
こ
と
が
で
き
ま
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　気象庁は、８月30日㈮から、これまでの「注意報」や「警報」に加
え、より甚だしい大雨や大きな津波などが予想される場合、重大な
災害による危険性が高
まっていることを知らせ、
特別な警戒を呼びかける
ため、新たに「特別警報」
の発表を始めます。
　特別警報の対象となる
現象は、東日本大震災や
伊勢湾台風の高潮、平成
23年台風第12号の豪雨
などが該当します。
　特別警報が出た場合は、数十年に１度しかないような非常に危
険な状況にあります。屋外の状況や避難指示・勧告などに留意し、
ただちに命を守るための行動をとってください。
［問い合わせ先］気象庁徳島地方気象台（ 626－0676）

８月30日㈮から開始します
「特別警報」の発表を
８月30日㈮から開始します

住宅用火災警報器の設置が義務化されています

　徳島市では、年に1回、住宅用火災警報器に関するアンケート
を実施しています（右表参照）。ことし実施したアンケート結果に
よると、住宅用火災警報器の認知率は９割程度で、実際に設置し
ている世帯数（推計）は、市内全世帯の71.１％です。これは、全国
平均の77.５％を下回っています。

　住宅用火災警報器は、平成23年６
月から、全ての住宅に設置が義務づけ
られています。警報器を設置していたことで、火災による被害軽減に奏
功した次のような事例もあります。
事例１：住宅用火災警報器が鳴動したので部屋に行くと布団が燃えてい
るのを発見。直ちに初期消火をしたため被害拡大を防ぐことができた。
事例２：寝室で寝ていたところ、住宅用火災警報器の鳴動で目が覚め、ご
み箱から出火しているのに気づいた。直ちに初期消火をしたため、被害
拡大を防ぐことができた。
　住宅用火災警報器の設置は、住宅防火対策の「切り札」です。設置し

ていない世帯は、早急に設置してください。 　［問い合わせ先］消防局予防課（ 656－1193）

仙台市への義援金を受け付け

　東日本大震災の被災地である徳島市の観光姉妹都
市・宮城県仙台市への義援金を受け付けています。引
き続き市民の皆さんのご協力をお願いします。
◆銀行振り込みでの受け付け
【金融機関名】阿波銀行徳島市役所支店
【口座番号】普通１１１４８５２
【口座名義】徳島市東北地方太平洋沖地震被災地支援
対策本部
【取扱手数料】阿波銀行本・支店窓口からの振込は無
料※阿波銀行本・支店では、仙台市への義援金のため
の専用の振込用紙を用意しています。
◆窓口での受け付け
【受付場所】市役所１階案内・各支所・保健センター（ふ
れあい健康館３階）
【受付時間】8：30～17：00（土・日・祝日は除く）
［問い合わせ先］総務課（ 621－5094）

　地震による家具転倒の危険から高齢者や障害者を
守るため、家具の転倒防止器具の取り付け費用（１世
帯家具３個まで）と器具代の一部を支援します。
［対象］▷65歳以上の高齢者のみの世帯
▷次の①～③のいずれかの手帳をお持ちの障害者のみ
の世帯＝①身体障害者手帳の身体障害者等級表によ
る等級１・２級②療育手帳の障害の程度（総合判定）Ａ
１・Ａ２③精神障害者保健福祉手帳の障害等級１級
▷65歳以上の高齢者と障害者のみの世帯
［申し込み方法］危機管理課（市役所７階）、各支所に
ある所定の申請書（徳島市ホームページからもダウ
ンロード可）に必要事項を記入し、郵送または直接、
危機管理課（〒770－8571　幸町２－５　 621－
5527）へ。

徳
島
市
の
地
震
・
津
波
対
策

家家具具転転倒倒防防止止器器具具のの取取りり
付付けけ費費用用ななどどをを支支援援ししまますす
家具転倒防止器具の取り
付け費用などを支援します

日
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防
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災害が発生する恐れが
あるときに発表 

重大な災害が発生する 
恐れがあるときに発表  

重大な災害が発生する 
恐れが著しく大きい  
ときに発表 
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住宅用火災警
報器で助かる
命があります
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9月の
子育て施設インフォメーション
在宅育児家庭相談室【津田保育所「あっぷ」】

662－0246　土・日・祝日休み
◆親子の広場「うんどう遊び」
[とき]９月11日㈬10：45～11：15
◆子育て講座「ママとたのしむふれあい遊び」
[とき]９月12日㈭10：30～11：30
◆保健師さん＆栄養士さんの個別相談※要予約
[とき]９月25日㈬10：30～12：00
在宅育児家庭相談室【国府保育所「あいあい」】

642－3656　土・日・祝日休み
◆子育て講座「ママと楽しむふれあい遊び」
[とき]９月５日㈭10：30～11：30
◆保健師さん・栄養士さんの個別相談※要予約　
[とき]９月18日㈬10：00～12：00
◆助産師さんのおっぱい相談
[とき]９月25日㈬13：30～15：00

在宅育児家庭相談室【城西保育所「わおん」】
634－3105　土・日・祝日休み

◆子育て講座「食育について」
[とき]９月２日㈪10：30～11：30
◆保健師さんの育児相談※要予約
[とき]９月20日㈮13：30～15：00
◆親子の広場「誕生会」
[とき]９月26日㈭10：45～11：15
【商店街子育てほっとスペース「すきっぷ」】

626－5454　水・第1、3日曜日・祝日休み
籠屋町1丁目14　開館時間10：00〜16：00
▷うたの日＝２日㈪11：30～12：00▷すきっ
ぷ10周年おめでとうの会　人形劇「お子様ラ
ンチ」＝３日㈫10：30～11：45▷ふたごちゃ
んみつごちゃんデー＝３日㈫13：30～14：30
▷みんなと一緒にわらべうた＝６日㈮11：30
～12：00▷ベビーデー（０歳児とその保護者
対象）＝12日㈭10：30～11：30▷転勤族マ
マの日＝24日㈫10：30～11：30、14：30～
15：30

【親子ふれあいプラザ（ふれあい健康館１階）】
657－0065　月曜日休館

開館時間9：00～18：00 （日・祝日は16：00まで）
▷リズム体操★＝４日㈬10：30～11：20▷子育て
カウンセリング※＝11日㈬11：00～15：00▷おじい
ちゃんおばあちゃんのプレゼント作り★＝11日㈬10：30
～11：20▷おまつり遊び★＝18日㈬10：30～
11：20▷お誕生パーティー（９月生まれ）※＝26日㈭
10：30～11：20▷絵本の読み聞かせ＝毎日10：30～
11：00、14：30～15：00 ※は要予約。★は先着30人
【子育て安心ステーション（アミコビル５階）】

654－4460　火曜日休館
開館時間９：30～18：00
▷親子のふれあい「ぴよぴよタイム」※＝９日㈪10：30
～11：30▷防災食育講座※＝11日㈬10：00～12：00
▷０歳からのお月見コンサート＝15日㈰10：30～
11：30▷ママのボディケア講座※＝18日㈬10：30～
11：30▷骨盤ケア講座（妊婦）※＝20日㈮10：00～
11：15 ※は要申し込み。詳しくは市ホームページを
ご覧ください。

　がん検診などを12月20日まで実施しています。受診時には
必ず受診券（対象者には６月に送付済み）をお持ちください。転
入などで受診券が届いていない人は保健センターまでお問い合
わせください。自己負担金などは、受診券に記載しています。
【医療機関で受ける検診】

【検診車などで受ける検診】
●胃・肺がん検診（結核健診）＝対象者は40歳以上の人
①土日検診（※要予約）＝徳島県総合健診センターで検診車（バ
ス）で実施。予約は同センター（ 678－7128）へ。※９月16日
㈷と12月15日㈰は完全予約制で、特定健康診査と同時に受け
られます。
②平日検診＝ふれあい健康館やコミセンで検診車（バス）で実
施。場所・日程は受診券・市ホームページをご覧ください。
③早朝クイック検診（※要予約）＝徳島県総合健診センターの施
設内で、7：30から実施します。所要時間は20分程度です。自
己負担金は胃がん2,000円、肺がん1,000円で免除制度はあり
ません。予約は同センター（ 678－7128）へ。
[問い合わせ先]保健センター（ 656－0530）

［とき］９月８日㈰13：30 ～（受け付けは13：00 ～）
［ところ］ふれあい健康館１階ホール
［内容］▷講演①「大腸がんでこまらない～早期発見のための検診（二次予防）
と一次予防～」＝岡村誠介さん（徳島市医師会大腸がん検診委員）▷講演②「大
腸がん治療～増加する高齢の患者さんへの対応を中心に～」＝山崎眞一（市民
病院外科総括部長）▷体験談「検診の大切さ」＝がんフレンド会（患者会）▷が
ん予防エクササイズ「『笑いヨガ』体験教室～笑って免疫力を高めよう～」＝岩
野沙織さん（笑いヨガ認定ティーチャー）
［定員］200人（抽選）　［参加費］無料（整理券が必要）
［準備物］タオル、水分補給用飲料、運動しやすい服装と靴
［整理券の申し込み方法］はがきまたはファクス（１枚につき２人まで）に、
住所、参加者全員の名前、電話番号を書いて、８月28日㈬（当日消印有効）ま
でに、徳島市医師会「大腸がん市民公開講座」係（〒770－0847　幸町3－61
FAX 625－4322）へ。
［問い合わせ先］徳島市医師会（ 625－4617）、保健センター（ 656－0530）

がん検診を受けましょう 大腸がん市民公開講座
「がん検診、いつ受けるの？今でしょ!!」を開催

検診の種類 対象者 実施場所
乳がん※１（要予約） 40歳以上の偶数年齢の女性

県内の委託医療機関※３
子宮頸（けい）がん※１ 20歳以上の偶数年齢の女性
大腸がん

40歳以上の人

市内の委託医療機関※３
もの忘れ

肝炎ウイルス※２ 過去に未受診で、40・45・
50・55・60・65・70歳の人

前立腺がん 50歳以上の男性

　「からだが喜ぶフィットネス教室」の参加者を募集します。
[とき]８月29日㈭（にこにこペース＝60歳以上向け）・９月５日㈭
（はりきりペース＝20～60歳代向け）の各日10：00～11：30
[ところ]保健センター元気回復室（ふれあい健康館2階）
[内容]からだの幹となる体幹の筋力アップトレーニングを中心に、
エネルギー消費を高める身体づくりのための運動と姿勢を良くす
るための運動、太りにくい生活習慣についてのお話　
[対象]医師から運動制限を受けていない市民（7月25日と8月1日
に開催された同教室の参加者は除きます）
[定員]各日20人（先着）　[参加費]無料　[準備物]運動しやすい服装、タオル、水分
補給用飲料、室内用運動靴　[申し込み方法]保健センター（ 656－0534）へ。

運動教室「おなか・せなかスッキリフィットネス」の
参加者募集

　40歳を過ぎると増え始める糖
尿病などの生活習慣病を予防する
ためには定期的に健康診査を受け
ることが大切です。そこで、健康診
査を受ける機会の少ない40歳未
満の市民を対象にした健康相談を
実施します。相談は無料。要予約。
1人約30分。
［とき］月曜日～金曜日（祝日を除
く）の9：00～12：00、13：00～
16：00　
[ところ]保健センター健康相談室
[内容]健康相談・自己血糖測定
[申し込み方法]保健センター
（ 656－0534）へ。

　徳島市国民健康保険加入者で、昭和13年
10月１日～昭和49年３月31日生まれの人を
対象に、県内委託医療機関で12月20日㈮ま
で実施しています（昭和13年10月１日～昭
和14年３月31日生まれの人は９月30日㈪ま
で）。自己負担金は1,000円です。
　受診時には、受診券と徳島市国民健康保険
証が必要です。受診券は、６月末までの加入者
には送付済みで、７月末までの加入者は９月
上旬、８月末までの加入者には10月上旬に送
付予定です。８月加入の昭和13年10月１日
～昭和14年３月31日生まれの人は９月末ま
での受診になるため、受診券は希望者のみに
送付しますので、受診希望者は９月中旬まで
に保険年金課までご連絡ください。　
［問い合わせ先］保険年金課（ 621－5159）

若い世代の血糖相談を
実施

特定健康診査の受診を忘れずに

糖尿病の合併症である歯周病は、どのように進行するの？
歯と歯の境目の溝（歯周ポケット）に、歯垢（プラーク）がた
まり、歯周病菌が増えすぎると炎症を引き起こし、歯を支え

ている歯肉や骨が破壊され、歯が抜けてしまいます。歯周病が進
行すると、糖
尿 病 も 悪 化
しやすいため
定期的に歯科
健診を受けま
しょう。
[問い合わせ先]保健センター（ 656－0534）

Q&A
歯科編
③

Q
A

歯肉が赤く腫れ、歯周ポ
ケットができ、歯を支えて
いる骨の破壊が始まる。

歯肉はブヨブヨし、膿
ができ口臭もひどく
なる。

歯を支えている骨は
ほとんど無く、歯の根
が露出する。

※１ 本年度奇数年齢でも60歳未満の人で昨年度未受診の人は対象。
　　 受診券に住所、名前などの印字があります。
※２ 対象者以外の人で、希望される人は、徳島県の事業で肝炎ウイ
　　 ルス検査を無料で受けられます。詳しくは、県ホームページをご覧に
　　 なるか、徳島県健康増進課（ 621－2224）または徳島保健所
　　（ 602－8907）へお問い合わせください。
※３ 市役所１階・各支所・コミセンなどにあるチラシや市ホームペー
　　 ジをご覧ください。



徳 島 市 の 広 報 紙 広
報

No.909 平成25年8月15日 4

徳島市では、毎月2回（5日・20日）メールマガジンを配信しています。登録は徳島市ホームページ（http://www.city.tokushima.tokushima.jp/）から
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さ
せ
る
藍
染
め

や
阿
波
お
ど
り
、
竹
ち
く
わ
な
ど
の 

特
産
品
と
、「
か
わ
に
～
ズ
」
や
ご
当 

地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
ト
ク

シ
ィ
」「
こ
ま
ポ
ン
」

「
ふ
じ
っ
こ
ち
ゃ
ん
」

「
ち
ょ
ぞ
っ
娘
ち
ゃ

ん
」
の
イ
ラ
ス
ト
を

車
体
全
面
に
デ
ザ
イ

ン
し
、
車
内
の
ヘ
ッ

ド
レ
ス
ト
（
背
も
た

れ
の
上
の
枕
状
の
部

分
）
や
窓
に
は
、
徳

島
東
部
地
域
の
観
光

案
内
や
特
産
品
の
展

示
・
販
売
を
し
て
い

る
徳
島
市
観
光
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
「
と
く

し
ま
旅
づ
く
り
ネ
ッ
ト
」
の

情
報
を
紹
介
。
季
節
に
合
わ

せ
た
イ
ベ
ン
ト
情
報
も
掲
示

し
て
い
ま
す
。

　

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
は
、
徳

島
バ
ス
の
「
徳
島

｜

大
阪
便
」
で

毎
日
１
往
復
し
、
平
成
26
年
3
月
31

日
ま
で
運
行
す
る
予
定
で
す
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］徳
島
東
部
地
域

体
験
観
光
市
町
村
連
絡
協
議
会

事
務
局（
観
光
課
内
）
（
６
２
１
）

５
２
３
２

とくしま植物園の教室の
参加者募集

とくしま観光サポーター
養成講座の受講生募集

［受講料］回数×600円
［対象］市内在住・在勤・在学の18歳以上の人。ただ 
し、「親子すくすくリズムっこ」は2 〜 4歳児1人と 
その保護者。「キッズヒップホップ」はおおむね3 〜 
12歳児。「ベビーとママの楽しい英語」は0 〜 3歳児 
1人とその保護者。「こどもリトミック」は3 〜 5歳 
児。「親子で一緒に楽しく英会話で遊ぼう」の対象者
は2 〜 4歳児1人とその保護者。
［申し込み方法］はがき（1枚1講座）に住所、名前（ふ 
りがな）、性別、年齢、希望の講座、電話番号を記入し、
9月10日㈫（必着）までに、ふれあい健康館（〒770ー
8053  沖浜東2ー16  657ー0194）へ。徳島市
ホームページ「電子申請」からも申し込み可。
※定員に満たない場合は随時申し込みを受け付けま
す。申し込み多数の場合は抽選。受講希望者が少ない
講座は中止することがあります。

　ふれあい健康館で10月から平成26年３月まで、下
表のとおり開講する「コミュニティカレッジ」の受講生を
募集します。

　徳島東部地域の魅力を
多くの人に伝え、心温か 
いもてなしを行う「とく 
しま観光サポーター（観
光案内人）」の養成講座
受講生を次のとおり募集 
します。

［とき］ ▽10月12日㈯13：20 ～ 16：00 ▽11 
月16日㈯13：30 ～ 16：10 ▽12月7日㈯
13：30 ～ 16：00 ▽1月11日㈯10：00 ～ 
16：00 ▽2月8日㈯13：30 ～ 16：00 ▽2月 
22日㈯13：30 ～ 16：00 ▽3月8日㈯13： 
30 ～ 16：00（全7回）
［ところ］シビックセンターなど
［内容］現地研修やガイドコース作成などの 
グループワークなど
［定員］30人程度（抽選）
［対象］徳島市、勝浦町、上勝町、神山町、
佐那河内村、石井町、松茂町、北島町、藍
住町、板野町、上板町に在住または在勤の 
徳島のことが大好きな20歳以上の人で、 
講座修了後にとくしま観光サポーターとし
て積極的に活動する意欲と体力のある人
［受講料］2,500円（資料代など）
［申し込み方法］所定の申込用紙（各市町村 
役場、とくしま旅づくりネット、阿波おど 
り会館などで配布。徳島市ホームページか 
らダウンロード可）に必要事項を記入し、 
400字程度にまとめた「とくしま観光サポ 
ーター活動への意気込み」を添えて、8月
20日㈫〜 9月20日㈮（必着）、郵送また
は直接、徳島市観光ステーション「とくし
ま観光サポーター養成講座」係（〒770－
0834　元町1 ー 24　アミコビル地下1
階  635 ー 9002）へ。

ふれあい健康館「コミュニティ
カレッジ」の受講生募集

　市バスでは、9月8日㈰に開催する「バスの
日」のイベント会場や路線バス車内に掲示する
絵画を募集します。参加賞もありますので、多 
数のご応募をお待ちしています。
［募集作品］「乗ってみたいバス」「楽しく夢のあ
るバス」などバスをテーマにした作品
［対象］3歳～中学生
［申し込み方法］8月22日㈭～ 31日㈯に、作品
（八つ切りサイズ画用紙）の裏面に名前、年齢、
学校名、電話番号を書いて、直接、徳島駅前市
バス案内所または万代営業所（万代町7）へ。
［問い合わせ先］交通局営業課（ 623 ー 2154）

講座名 曜日 時間 定員 回数
ハワイアンダンスでシェイ
プアップ 第2･4水 10:00～11:00 35 12

健康フラダンス入門講座 月 13:30～14:30 35 20
健康太極拳

火
18:45～20:45 50 22

社交ダンス初級・中級（火曜） 19:00～20:30 30 23
社交ダンス（Ａ）水曜 水 13:00～14:30 35 21
社交ダンス中級・上級コー
ス（Ｂ）土曜 土 19:00～20:30 30 24

やさしい自力整体（Ａ）水曜
水

13:00～14:30 20 24
やさしい自力整体（Ｂ）水曜 14:30～16:00 20 24
女性のための骨盤ストレッ
チ（中級）

金
13:00～14:30 25 20

女性のための骨盤ストレッ
チ（初級） 15:00～16:30 25 20

夜間ヨーガ（水） 水 19:00～20:30 35 21
健康ヨーガ体操入門 （A）

木
13:00～15:00 50 12

健康ヨーガ体操入門 （B） 15:00～17:00 50 12
美・若返りリンパ 第2・4木 19:00～20:30 20 12
ヒップアップボディシェイ
プ体操 金

10:00～12:00
30 22

バランスボール教室 第1・3土 30 12
気功養生法 土 10:00～11:30 30 17
新舞踊を楽しもう 土 13:30～15:30 20 12
ふれあい真向法体操 月 13:30～15:30 20 20
健康歌謡教室（カラオケ）

火
13:00～15:30 50 22

初歩からの俳句 13:00～15:00 25 23
ペン習字 月3回火

18:30～20:30
25 18

実用書道 月3回木 20 18
やさしい仮名書道 月3回金 10:00～11:30 25 18
ウクレレ教室（初級）

水
13:00～14:30 20 22

ウクレレ教室（中級） 14:30～16:00 20 22
やさしい英会話 19:00～20:00 20 24
日本の伝統芸道 詩吟入門 第2・4火 18:30～20:30 15 12
水彩画 第2・4木 13:30～15:30 25 12
フレンドリー水墨画 金 10:00～12:00 30 22
体に効く話題の料理

火
  9:30～11:30 36 12

わくわく陶芸教室（Ａ）火曜
18:30～20:30

24 24
わくわく陶芸教室（Ｂ）水曜 水 24 24
楽しい手編み・手芸・指編み 第2・4火 13:30～15:30 25 11
女性のための木工教室 第2・4水 10:00～11:30 20 12
ガーデニング入門 第2・3木

10:00～12:00
25 12

やさしさいっぱいパッチ
ワーク 第1・3木 30 12

いやしの花あそび 金 13:30～15:30 20 20
七宝焼 第1･3土 13:00～16:00 20 12
親子すくすくリズムっこ

火
10:00～10:45 15組 20

キッズヒップホップ 16:00～17:00 20 20
ベビーとママの楽しい英語

（A） 月2回
火

15:00～15:40
8
組

11

ベビーとママの楽しい英語
（B） 15:50～16:30 11

こどもリトミック 月 15:45～16:30 15 20
親子で一緒に楽しく英語で
遊ぼう （A） 月2回

金
13:00～13:40

20
組

12

親子で一緒に楽しく英語で
遊ぼう （B） 14:00～14:40 12

★サタデー☆サンデー教室
「フラワーアレンジメント教室」

［とき］9月7日㈯10：
30 ～ 12：30 
［内容］敬老記念日アレ
ンジメント  
［定員］19人（抽選）

［参加費］2,000円
★押し花教室（秋コース）

［定員］15人（抽選）　
［参加費］4,000円（3回分）
★園芸教室（秋コース）

［定員］25人（抽選）　
［参加費］6,000円（5回分）

◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇
［対象］市内在住・在勤・在学の人
［申し込み方法］はがきに教室名、住所、名前、
電話番号を記入し、8月25日㈰（必着）まで 
に、とくしま植物園緑の
相談所（〒771 ー 4267  
渋野町入道45 ー 1  
636 ー 3131）へ。徳島
市ホームページ「電子申
請」からも申し込みできます。

講習日 内容
9/10㈫ 美色押し花づくり
10/1㈫ 押し花額と背景デザイン
10/8㈫ 額の仕上げと密閉

※時間はいずれも10：00 ～ 12：00

講習日 内容１班 ２班
9/11㈬ 9/12㈭ 秋のバラを楽しむせん定と施肥
9/25㈬ 9/26㈭ 秋色のコンテナガーデン
10/9㈬ 10/10㈭ 自然素材を使ったガーデニング
10/30㈬ 10/31㈭ 味わえるガーデニング
11/6㈬ 11/7㈭ 春まで楽しむ球根と草花

※時間は１班＝10：00 ～ 12：00、２班＝13：00 ～ 15：00

「
か
わ
に
〜
ズ
」
の 

ラ
ッ
ピ
ン
グ

バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す

バスの絵画を募集します
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「
と
く
し
ま
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
て
、
皆
さ
ん

が
お
持
ち
の
昔(

１
９
９
０
年
以
前
）

の
徳
島
市
内
の
様
子
が
わ
か
る
写
真

を
大
募
集
し
ま
す
。

　

写
真
実
物
（
Ａ
３
サ
イ
ズ
ま
で
の

大
き
さ
）
の
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
館
内
備
え
付
け
の
応
募
用

紙
（
徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
内
容
な
ど
を

記
入
し
、
９
月
30
日
㈪
ま
で
に
図
書

館
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
写
真
は

後
日
返
却
し
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
写
真
は
、
図
書
館
で
デ
ー
タ
化

し
て
保
管
す
る
と
と
も
に
、
徳
島
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
ほ
か
、

図
書
館
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
用
す
る

予
定
で
す
。

９
月
の
お
は
な
し
の
へ
や

▼
７
日
㈯
10
時
30
分
～
11
時
「
楽
し

い
朗
読
会
」、14
時
～
14
時
30
分
「
お

話
と
絵
本
」
▼
８
日
㈰
14
時
～
15

時
「
こ
ど
も
え
い
が
会
『
ト
ム
と

ジ
ェ
リ
ー
～
ジ
ェ
リ
ー
街
へ
行
く

～
』」
▼
14
日
㈯

10
時
30
分
～
11
時

「
大
型
紙
芝
居
」、

14
時
～
14
時
30
分

「
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
」
▼
15
日
㈰

14
時
～
14
時
30
分

「
絵
本
と
歌
」
▼

19
日
㈭
10
時
30
分

〜
11
時
、
14
時
〜

14
時
30
分
「
絵
本

大
好
き
！
」
▼
21
日
㈯
10
時
30
分

～
11
時
「
ハ
ッ
ピ
ー
★
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
」、
14
時
～
14
時
30
分
「
お
話

と
手
遊
び
」
▼
28
日
㈯
10
時
30
分
～

11
時
30
分
「
絵
本
で
環
境
を
考
え
よ

う
」
＝
要
申
し
込
み
・
定
員
20
組
（
先

着
）・
対
象
は
４
歳
～
小
学
生
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
、
14
時
～
14
時

30
分
「
お
ん
ぶ
と
だ
っ
こ
の
ふ
れ
あ

い
遊
び
」
▼
29
日
㈰
14
時
～
15
時
30

分
「
ブ
ッ
ク
ト
ー
キ
ン
グ
『
日
本
の

祭
り
と
世
界
の
祭
り
』」
＝
要
申
し

込
み
・
定
員
20
組
（
先
着
）・
対
象

は
５
歳
～
小
学
３
年
生
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト

★
ヴ
ォ
ル
タ
く
ん
と
い
ざ
！
お
は
な

し
の
へ
や
へ（
要
申
し
込
み
）

［
と
き
］８
月
22
日
㈭
14
時
～
14
時
45

分［
と
こ
ろ
］５
階
お
は
な
し
の
へ
や

［
対
象
］４
歳
〜
小
学
生

［
定
員
］30
人（
先
着
）

［
内
容
］徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
ヴ
ォ
ル
タ

く
ん
と
一
緒
に
大
型
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
体
あ
そ
び
を
し
ま
す
。

一
般
向
け
イ
ベ
ン
ト

★
楽
し
い
お
話
講
習
会（
要
申
し
込

み
）

［
と
き
］９
月
９
日
㈪
10
時
30
分
～
正

午［
と
こ
ろ
］５
階
お
は
な
し
の
へ
や

［
定
員
］30
人（
先
着
）

［
内
容
］子
ど
も
に
お
話
を
語
る
た
め

の
基
本
が
や
さ
し
く
学
べ
ま
す

★
朗
読
サ
ロ
ン
さ
ざ
な
み
に
よ
る「
観

月
朗
読
会
」（
要
申
し
込
み
）

［
と
き
］９
月
19
日
㈭
19
時
～
20
時
30

分［
と
こ
ろ
］６
階
屋
外
テ
ラ
ス

［
定
員
］40
人（
先
着
）

★
夜
の
上
映
会「
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
」

（
要
申
し
込
み
）

［
と
き
］９
月
27
日
㈮
18
時
～
19
時
30

分［
と
こ
ろ
］５
階
お
は
な
し
の
へ
や

［
定
員
］20
人（
先
着
）

※
要
申
し
込
み
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
電

話
ま
た
は
直
接
、
図
書
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

7月の予約ランキング
一般図書

ホテルローヤル
桜木　紫乃　/著　集英社

泣き童子（わらし）
宮部　みゆき　/著　文藝春秋

宰領
今野　敏　/著　新潮社

教場
長岡　弘樹　/著　小学館

野心のすすめ
林　真理子　/著　講談社

児童図書
からすのおかしやさん
かこ　さとし　/作　絵　偕成社

からすのやおやさん
かこ　さとし　/作　絵　偕成社

獣電戦隊キョウリュウジャーひみつ100
講談社

フィーフィーのすてきな夏休み
エミリー　ロッダ　/作　あすなろ書房

んふんふ　なめこ絵本
Beeworks　/監修　岩崎書店

徳
島
の
昔
の
写
真
を
大
募
集

［
問
い
合
わ
せ
先
］市
立
図
書
館

（
６
５
４
）
４
４
２
１

  　

と
く
し
ま
植
物
園
で
10
月
19
日

㈯
・
20
日
㈰
の
両
日
開
催
す
る
「
緑

化
フ
ェ
ア
」
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

出
演
者
を

募
集
し
ま

す
。

　

出
演
時

間
は
各
日

11
時
～
12

時
、
13
時

30
分
～
14

時
30
分
の

間
の
希
望

時
間
帯(

10
分
程
度
の
出
演
で
も

可
）
で
す
。

　

吹
奏
楽
や
合
唱
ク
ラ
ブ
な
ど
の
参

加
も
歓
迎
で
す
。
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
、
時
間
が
重
複
し
た

場
合
は
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

な
お
、
緑
化
フ
ェ
ア
の
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い

と
主
催
者
が
判
断
し
た
場
合
は
、
出

演
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ス
テ
ー
ジ
の
サ
イ
ズ
は
、
縦
約
５

㍍
×
横
約
10
㍍
で

す
。

　

詳
し
く
は
、
徳

島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

［
申
し
込
み
方
法
］

応
募
用
紙
（
市
役

所
５
階
公
園
緑
地

課
な
ど
で
配
布
。

徳
島
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
８
月
30
日

㈮
（
必
着
）
ま
で

に
、
郵
送
ま
た
は

直
接
、
公
園
緑
地

課
（
〒
７
７
０
︱

８
５
７
１　

幸
町

２
︱
５
）
へ
。　

資
源
ご
み
と
し
て

回
収
さ
れ
た
ガ
ラ
ス

は
、
カ
レ
ッ
ト
（
ガ

ラ
ス
を
粉
々
に
砕
い

た
も
の
）
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
材
料
に

再
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
リ
サ
イ
ク

ル
色
ガ
ラ
ス
を
使
っ

て
、
砂
絵
を
描
く
教

室
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

［
と
き
］８
月
24
日
㈯

10
時
～
正
午

［
と
こ
ろ
］シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
４
階
活
動
室
４

［
対
象
］小
学
３
～
６
年
生

［
内
容
］
細
か

く
砕
い
た
12

色
の
色
ガ
ラ

ス
を
使
っ
て

砂
絵
を
描
き

ま
す
。
砂
絵

用
の
シ
ー
ト

に
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
て
、切
り
取
り
、

下
絵
に
着
色
し
ま
す
。

［
材
料
費
］５
０
０
円

［
定
員
］24
人
（
先
着
）

［
申
し
込
み
方
法
］電
話
で
、
シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
〈

（
６
２
６
）
０
４ 

０
８
〉
へ
。

　1585年に豊臣秀吉から阿波国を与えられた蜂須賀家。それ以降も阿波国を領有し続け
た蜂須賀家は、家祖正勝、藩祖家政、初代藩主至鎮以降14代を数えますが、それぞれの藩
主について、よく知られているとは言えません。今回の徳島城博物館秋の企画展では、蜂須
賀家の歴代当主に焦点を当て、それぞれの人物の人となりや
考え、エピソードを探っていきます。阿波の歴史世界をぜひご
鑑賞ください。
[とき]８月24日㈯～10月14日㈷9：30～17：00（入館は
16：30まで）
[関連事業]▷講演会「殿様の時代～徳島藩主蜂須賀家の政
治と文化～」＝９月23日㈷13：30～15：00
▷史跡巡り「大名墓所からみた殿様の時代～蜂須賀家墓所万
年山～」＝10月６日㈰9：30～12：00
[展示解説]８月31日㈯・10月13日㈰14：00～15：00
[入館料]大人300円、高校・大学生200円、中学生以下無料
[問い合わせ先]徳島城博物館（ 656ー2525）

　徳島城博物館に隣接する国指定名勝「旧徳島
城表御殿庭園」にちなみ、さまざまな大名庭園の
歴史と魅力を武家の美意識とともに探る講座で
す。ぜひご参加ください。
[定員]約60人（抽選）
[受講料]2，000円（５回分、入館料込み）
[申し込み方法]往復はがき（１人１枚）に、「美術
史アカデミー受講希望」と明記の上、住所、名前、
電話番号、返信宛名を書いて、８月24日㈯（必着）
までに、徳島城博物館（〒770ー0851　徳島町
城内１ー８　 656ー2525）へ。

「
緑
化
フ
ェ
ア
」の

ス
テ
ー
ジ
出
演
者 

を
募
集
し
ま
す

日程 内容 講師

8/31㈯ 大名庭園と近世
美術

小川裕久 
（同館学芸員）

9/1㈰ 池田家と後楽園
万城あきさん（岡山
県郷土文化財団主
任研究員）

9/8㈰ 高松松平家と
栗林荘

御厨義道さん（香川
県立ミュージアム専
門学芸員）

9/15㈰ 蜂須賀家と徳島
城表御殿庭園

根津寿夫
 （同館学芸員）

9/29㈰ 紀伊徳川家の
庭園

近藤壮さん（和歌山
市教育委員会文化振
興課学芸員）

徳島城博物館秋の企画展を開催
「殿様の時代～徳島藩主蜂須賀家の政治と文化～」

受講生を募集します
徳島城博物館美術史アカデミー「大名庭園の美」

「リサイクルガラスの砂絵教室」
の参加者を募集します

［
問
い
合
わ
せ
先
］シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
（
６
２
６
）０
４
０
８

時間はいずれも13：30～15：00

▲「紫糸威大鎧」

［
問
い
合
わ
せ
先
］

公
園
緑
地
課

（
６
２
１
）５

２
９
５
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ま、寮や下宿などに居住し
ている学生の住所は、現在の
居住地（修学地）です。

選挙権を行使するためには、
修学地に住民票を移動してく
ださい。

選挙管理委員会事務局（
621−5373）

児童扶養手当の現況届を
提出してください

児童扶養手当を受給してい
る人は、現況届の提出が必要
です。

通知書・印鑑（朱肉使用）・
手当証書・そのほか必要書類

（該当者のみ）などを持って、
８月30日㈮までに、子育て支
援課（市役所南館2階 621
−5194）または上表の場所へ

狂犬病予防注射済票の交
付を受けましょう
  犬を飼っている人には、狂
犬病予防法により飼い主の登
録と毎年１回の狂犬病予防注
射が義務づけられています。

狂犬病の予防注射を受けた
犬の飼い主に対しては、「狂犬
病予防注射済票（1.5㌢ × ３㌢
アルミ製のプレート）」を交付
しています。

徳島県獣医師会が指定する
動物病院以外の動物病院で注
射を受けた場合は、病院が発
行する「狂犬病予防注射済
証」を直接、市民環境政策課

（市役所10階）にお持ちになり
「狂犬病予防注射済票」の交
付を必ず受けてください。

１頭550円（交付手数料）
同課（ 621−5206）

住基カードによる住民異動
届の利用停止

８月19日㈪、ネットワーク
機器更新作業のため、住民基
本台帳カードによる住民異動
届が一部利用できません。当
日、広域交付住民票を請求す
る人は、近隣市町村の窓口を
ご利用ください。

ご迷惑をおかけしますが、
ご協力をお願いします。

住 民 課（ 621−5140、
5134）

すだちパッケージをご利
用ください

  スダチを贈り物として利用
される市民の皆さんに、すだ
ちパッケージ（２個詰め用・
５個詰め用の２種類）を進呈
しています。

進呈数量は１人50箱程度ま
でです。希望者は農林水産課

（市役所３階）までお越しく
ださい。なお、スダチ果実は
進呈対象外です。

同課（ 621－5252）

農作業事故にご注意ください
10月10日 ㈭ ま で は「 秋 の

農作業安全確認運動月間」で
す。機械使用中の重大な死傷
事故を防ぐため、作業時の安

全確保に細心の注意を払いま
しょう。

特に農業機械は、格納する
まで安全使用・安全運転に努
めてください。

農林水産課（ 621−5252）

女性のための弁護士法律相談
８月26日㈪14:00 ～ 16:00
女性センター（アミコビル

４階） 法テラス徳島による
法律相談（１人30分以内）

市内在住・在勤・在学の女
性（所得要件や回数制限あり）

４人（先着）
同センター（ 624−2611）

徳島ヴォルティス
ホームゲームスケジュール

鳴門・大塚スポーツパーク
ポカリスエットスタジアム

企画政策課（ 621−5085）

８月は市・県民税
第２期分の納期月です

納期限は９月２日㈪

不用品活用
［譲ります］品名（保有年数)
▶チャイルドシート（６年）
▶学習机（20年)

［譲ってください］▶ピアノ
▶金魚運動器具

はがきに〈希望の品（１
人１枚１品目)/住所/名前/
電話番号〉を書いて、８月
21日㈬（必着)までに、消費 
生活センター（〒770−0834
元町1-24 アミコビル３階

625-2326)へ。８月23日
㈮に抽選を行い、当選者だ
けにご連絡します。

月日 場所 月日 場所
8/16㈮ 川内 

公民館 8/23㈮ 南井上
コミセン

8/19㈪ 津田 
コミセン 8/26㈪ 加茂 

コミセン
8/20㈫ 加茂名 

コミセン 8/27㈫ 上八万 
支所

8/21㈬ 八万中央 
コミセン 8/28㈬ 沖州 

コミセン
8/22㈭ 勝占中部

コミセン
時間は全て 
10:00～15:00

開催日 キックオフ 対戦チーム
8/18㈰ 18:30 カターレ富山
8/25㈰ 18:30 京都サンガＦ．Ｃ．

→

9月の
無料相談

市内在住の人などを対象
に、さまざまなお悩みや
疑問にお答えする無料の
相談窓口があります。

■生活の相談 ■こころの相談 ■からだの相談 （ ）内は対象

◆からだの相談は全て保健センター（ふれあい健康館内）

（注1）弁護士相談は予約制で、9月4日㈬8:30から電話で予約を
受け付けます（先着）。弁護士相談実施日は9月11日、18日、25日、
10月2日（各日６人で1人30分以内）です。

（注2）行政相談委員相談は、ふれあい健康館１階相談室でも実施。
［日時］9月18日㈬13:00 ～ 15:00

◆さわやか窓口相談室（市役所１階） 621–5200・
5129
弁護士（注1） 毎週水曜(予約制) 13:00 ～ 16:00
心配ごと(家庭の悩みなど) 毎週月～金曜 8:30 ～ 17:00
交通事故 毎週月・水・金曜 9:00 ～ 15:30
司法書士 毎週月・金曜 10:00 ～ 12:00
行政書士 毎週火曜 10:00 ～ 12:00
土地家屋調査士 5・19日㈭ 10:00 ～ 12:00
住まいづくり 26日㈭ 10:00 ～ 13:00
社会保険労務士(年金相談) 12日㈭ 13:00 ～ 16:00
行政相談委員（注2） 2日㈪ 13:00 ～ 15:00

暮らしの相談（市内在住の人）

（注3）徳島県労働者福祉協議会の職員による労働問題全般の相談。
（注4）徳島商工会議所の職員による求職や就職に関する相談。

◆経済政策課（市役所３階） 621–5225
労働相談（注3） 10・24日㈫ 13:00 ～ 15:00
職業相談（注4） 5・19日㈭ 13:00 ～ 15:00

労働・職業相談（市内在住の人）

◆消費生活センター（アミコビル３階） 625–2326

消費生活相談 10：00～18：00（受け付けは17: 00まで）
［休］火曜、祝日、年末年始

消費生活相談（市内在住の人）

※託児あり（１歳～就学前まで。無料。要予約）

◆女性センター（アミコビル４階） 624–2613
一般相談・カウンセリング

［電話・面談（要予約）］
10：00 ～ 17：00

［休］日曜、火曜、祝日、年末年始
夜間相談 

［電話、面談ともに要予約］
4・11・18日㈬ 18:00 ～

20:006・13・20日㈮

女と男生き方相談（市内在住・在勤・在学の人）

◆人権推進課相談室（市役所2階） 621–5040・5169
人権相談 3・17日㈫ 13:30 ～ 16:00

人権相談（市内在住の人）

健康相談・禁煙支援相談 10日㈫ 13：00 ～ 15：00
［要予約］

656–0534
もの忘れ予防相談 18日㈬   9：30 ～ 11：30
歯科医師相談 19日㈭ 13：00 ～ 15：00
糖尿病予防相談 24日㈫ 13：00 ～ 15：00

医師による相談（市内在住の40歳以上の人）

健康
相談

毎週月〜金曜
[休]祝日、年末年始

  9:00～12:00
13:00～16:00

［要予約］成人相談 656–0534
母子相談 656–0532

保健師による相談（市内在住の人）

生活習慣改善
予防栄養相談

毎週水曜
[休]祝日、年末年始 

9:00～12:00
13:00～16:00

［要予約］
656–0534

管理栄養士による相談（市内在住の人）

運動相談 毎週月〜金曜
[休]祝日、年末年始 

 9:00 ～12:00
13:00～15:00

［要予約］
656–0534

健康運動指導士による相談（市内在住の人）

歯科保健相談 毎週水・金曜
[休]祝日、年末年始 

9:00～12:00
13:00～15:00

［要予約］
656–0534

歯科衛生士による相談（市内在住の人）

家屋調査にご協力ください
徳島市では、固定資産を適正に評価するた

め、本年１月２日以降に新・増築した家屋を
対象に、家屋調査を実施しています。

職員がお伺いし、家の内外を調査します。
時間は40分程度です。留守の場合は、連絡用
紙を入れておきますので、都合のよい日をお
知らせください。
◆次に該当する場合は資産税課までお届けく
ださい。

▽ 未登記の家屋で売買・相続などによって名
義変更した場合＝年内に現所有者届を提出
してください。

▽ 家屋の一部または全部を取り壊した場合
＝滅失届を提出してください。なお、法務局
に滅失登記を済ませた人や、家屋の新・増築

などによる家屋調査時に職員へ届けた人は不
要です。
◆次に該当する場合は資産税課までご連絡く
ださい。

▽ 店舗を住宅に、事務所をアパートに、また
はその逆など、建物をほかの用途に変更した
とき

▽住宅用地として利用している土地に隣接す
る土地を取得し、これまでの住宅用地と一
体で利用しているとき

▽ 住宅用地から駐車場、またはその逆や分
筆・合筆などによる住宅用地の利用形態の変
更など土地の利用状況を変更したとき
[問い合わせ先］資産税課 ▽ 家屋係＝（ 621－
5072、5073） ▽土地係＝（ 621－5069、5070）
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募　 集

市職員採用試験
　平成25年度の徳島市職員
採用試験を9月22日㈰に実施
します。試験区分・受験資格
など詳しくは、市ＨＰ「職員
採用情報」をご覧ください。
　試験要綱・申込書は市役所
本庁舎１階案内・７階人事課・

11階教育委員会事務局学校
教育課、消防局総務課、水道
局総務課、市民病院１階受
付・３階管理課にあります。
市ＨＰからもダウンロードで
きます。

８月21日㈬までに、所定の
申込書で各担当課へ。郵便の
場合は簡易書留（当日消印有
効）とし、返信用封筒（宛先
を記入し、80円分の切手を貼
った長形３号）を同封してく
ださい。また、８月19日㈪ま
では★電子申請可

▼ 消防局＝消防局総務課
（ 656−1191） ▼水道局＝水道
局総務課（ 623−2091） ▼病院

局（市民病院）＝市民病院管理
課（ 622−9323） ▼教育委員
会＝教育委員会事務局学校教
育課（ 621−5413） ▼上記以
外＝人事課（ 621−5023）

起業支援型雇用促進事業
の委託企業などを募集
  この事業は、企業・NPOな
どで新たに失業者を雇用し、
人材育成のための教育訓練を
実施していただくことで、失
業者の就業促進を図るととも
に、企業などの人材確保、事
業拡大を支援するものです。
　事業に係る経費は、市が委
託料として支払います。募集
要件など詳しくは、市ＨＰを
ご覧ください。

所定の申請様式（市ＨＰか
らダウンロード可）に必要事
項を記入して、９月13日㈮（必
着）までに、郵送または、直
接経済政策課（ 〒770−8571
幸町２−５　市役所３階）へ。
提出書類により選考します。
なお、応募にあたっては事前
にご相談ください。

同課（ 621−5225）

夜の動物園で駐車場を利用
する場合は予約が必要です

　とくしま動物園で開催する
「夜の動物園」では、開催日
当日の混雑を避けるため、駐
車場を利用される人は予約申
し込みが必要です。

９月21日㈯・28日㈯、10月
５日㈯・12日㈯各日18:00 ～
21:00

往復はがき（１枚につき１
台）に「夜の動物園駐車場申
し込み」と明記の上、〈希望 
日/申込者の住所/名前/電話
番号/返信宛名〉を書いて、

８月26日㈪（必着）までに、と
くしま動物園（〒771−4267
渋野町入道22−１　 636−
3215）へ。応募多数の場合は
抽選。重複申し込みは不可。
予約を受け付けた人には返信
はがきで駐車整理券を送付し
ます。

市立保育所の臨時保育士
　市立保育所に勤務する平成
25年度の臨時保育士を若干名
募集します。日給は7,550円。

保育士証を持つ人
履歴書を持って、保育課（市

役所南館２階 621−5195）へ

ふれあい健康館＆市民病院
「市民公開講座」

９月14日㈯10:00 ～ 12:00
ふれあい健康館 市民病院

医師による講演「脊椎・人工関
節センターの現況について」

200人（先着）
はがきに〈講座名/住所/名

前/性別/年齢/電話番号〉を書
いて、ふれあい健康館（〒770
−8053　沖浜東２−16　 657
−0190）へ。電話でも申し込み
可。当日参加も可。

ふれあいパソコン
ブログ作成講座

９月25日㈬９:30 ～ 12:30
ふれあい健康館 ５人（先

着） 4,200円（テキスト代）
はがきに〈講座名/住所/名

前/電話番号〉を書いて、ふれあ
い健康館（〒770−8053　沖
浜 東 ２ −16　 657−0194）
へ★電子申請可

徳島ファミリー・サポート・
センター提供会員
　徳島ファミリー・サポー 
ト・センターは、子育て中の
家族が安心して子育てと仕事
を両立できるよう、保育所の
送迎や預かりなどの援助を受
けたい人（依頼会員）と援助を
行いたい人（提供会員）が互い
に助け合う会員組織です。

　センターでは、依頼会員・
提供会員とも常時募集してい
ますが、特に提供会員を募集
しています。提供会員にはど
なたでもなれますが、24時間
程度の講習会受講が必要です。

▼出張説明登録会を実施
８月22日㈭13:00 ～ 16:00
ふれあい健康館１階きっか

け空間 印鑑・写真（４㌢ ×
３㌢）２枚
　内容など詳しくはお問い合
わせください。

同センター（ 611−1551）

催　 し

ニュースポーツのつどい
８月24日㈯9:00 ～ 12:00
内町小学校体育館・グラウ

ンド（直接会場へお越しくだ
さい） ペタンクとカローリ
ング 市民 カローリング参
加者は体育館シューズ

スポーツ振興課（ 621−5427）

　

いのちの希望
チャリティ講演会

９月７日㈯14:00 ～（受け付
け13:30 ～） あわぎんホール 

ＮＰＯ法人「蜘蛛の糸」理 
事長の佐藤久男さんによる自
殺予防の啓発を目的とした講
演 大 人1,200円（ 当 日 券
1,500円 ）、 高 校・ 大 学 生
1,000円（当日券1,200円）、中
学生以下無料

いのちの希望（ 652−6171）

おしらせ

学生の選挙権は現在の居住地
  住民票を郷里に残したま

　コミュニティビジネス創業のために必要な知識などを学ぶ
セミナー（全５回）
を右表のとおり開催
します。

30人（先着）
所定の申込書（市 

役所３階経済政策課
で配布。市ＨＰから
もダウンロード可） 
に必要事項を記入
し、郵送またはファク
ス、メールで、経済
政策課（〒770−8571　幸町２-５　 621-5225　FAX621
−5196　 keizai_seisaku@city.tokushima.lg.jp）へ

はがき（１枚１講座）に〈講座名/住所/名前/性別/年齢/電 
話番号〉を書いて、講座開始日の７日前（必着）までに、ふれあい健康
館（〒770-8053　沖浜東２−16　 657-0194）へ★電子申請可

コミュニティビジネスセミナー

ふれあい健康館短期講座 

とき ところ 内容

8/29㈭ ふれあい健康館 講座～夢をカタチに～

9/5㈭ 県労働福祉会館 Webマーケティング
基礎講座

9/12㈭ ふれあい健康館 金融機関・税理士に
よる創業準備講座

9/19㈭ 「ふれあいの里 
さかもと」勝浦町

コミュニティビジ
ネス実地見学

9/26㈭ ふれあい健康館 創業に向けての情
報収集・意見交換会

※時間は全て13:30～16:30

日時 講座名 定員(抽選)、受講料、準備物など
8/29㈭ 
①13:00～14:00 
②14:30～15:30

男の子のためのベ
ビースキンケア

①生後２～６カ月の子どもと保護
者②７～ 12カ月の子どもと保護
者各10組。受講料600円・材料費
500円。バスタオル。

9/3㈫・9/17㈫・ 
10/1㈫ 
①13:00～14:00 
②14:30～15:30

産後のための骨
盤ケア

生後１〜 12カ月の子どもと保護
者 各10組。受 講 料1,800円・ 材
料費1,000円（ともに3回分）。バ
スタオル、フェイスタオル。

9/11㈬・9/25㈬・
10/9㈬・10/23㈬・ 
11/13㈬
13:30～15:30

やさしい朗読「阿
波の狸合戦」

25人。受講料3,000円・材料費
800円(ともに5回分)。筆記用具。

10/6㈰
10:00～12:00 雑草生け花 25人。受講料600円・材料費600円。

10/8㈫・10/22㈫・
10/29㈫
①13:00～14:30 
②15:00～16:30

親子ふれあいベ
ビーマッサージ

生後１〜 12カ月の子どもと保護
者各10組。受講料1,800円・材料
費3,000円（ともに3回分）。バスタ
オル。

→

終戦記念日を機に
平和への誓いを新たにしましょう

　市では燃やせないごみの収集日に、たびたびごみ収集車
の火災や爆発事故が発生しています。原因としては、危険
物（スプレー缶・ガスボンベ缶・ライターなど）の混入が考 
えられます。危険物を出す際には、必ず次のルールを守っ
てください。
■スプレー缶・ガスボンベ缶の出し方

▼中身（ガス）を必ず使い切る ▼屋外の風通しの良いところ
で穴を開ける ▼ほかの燃やせないごみとは区別し、別の透
明か半透明のポリ袋に入れて、燃や
せないごみの日に出す
■ライターの出し方

▼中身（ガス）を必ず使い切る。使い切
れないライターは、ガス抜きをしてく
ださい。ガス抜きの方法と注意事項は、日本喫煙具協会ホ 
ームページをご覧ください ▼燃やせないごみの日に出す
[問い合わせ先］市民環境政策課（ 621ー5202）

　市民の皆さんの利便性向上のため、
証明書自動交付機を徳島駅前アミコビ
ル地下１階（下図参照）に設置してい
ます。
　利用時間
は、9:00～
19:30（１月 
１ 日 は 休
止 ）。交 付
できる証明
書は、住民
票の写し、印鑑登録証明書。手数料は１
通350円。とくしま市民カード（暗証番
号登録済）が必要です。
[問い合わせ先］住民課（ 621 ー
5140）

　８月15日、68回目の終戦記念日を迎えまし
た。ことしも、眉山の木々が豊かに茂り、街には
汗を拭いながら行き交う人々や、新町川の水
際公園で水遊びをする子どもたちの姿が見られ
ます。
　しかし、今から68年前の夏、徳島の街並み
は、恐ろしい光景に覆われました。昭和20年７
月４日、徳島大空襲により旧市内の大半が焦土
と化し、多くの人々が犠牲となったからです。
　今や戦争体験のない世代が増え、徳島市が一
夜にして焼け野原となった徳島大空襲を知らな
い人たちが増えています。終戦記念日を迎えた
今日、この戦争で犠牲となった人々のご冥福を
心からお祈りするとともに、一人一人が平和へ
の誓いを新たにしましょう。
[問い合わせ先］総務課（ 621ー5017）

スプレー缶・ライターなどの
ごみの出し方にご注意ください

アミコビル証明書自動
交付機をご利用ください

「燃やせないごみ」の日

ス
プ
レ
ー

ガスボンベ

穴



編集：広報広聴課　　621-5091　FAX 655-9990　e-mail koho_kocho@city.tokushima.jp 

徳 島 市 の 広 報 紙 No.909 平成25年8月15日広
報

とくしま を食べよう！
地産地消認定
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館
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　徳島市の地球温暖化対策を進めるため、「第2次徳島
市地球温暖化対策推進計画策定市民会議」の発会式
と第1回会議が、7月5日、市役所で開かれ、出席した委
員に原秀樹市長から委嘱状が手渡されました。

　眉山の魅力を生かし一層の観光振興を目指した計画
づくりを行う「眉山魅力アップ計画策定委員会」の初会合
が、7月1日、市役所で開かれました。眉山山頂からJR徳
島駅前までの区域をこの計画の「シンボルゾーン」とし
て、市民の意見を取り入れながら、計画づくりを進めてい
きます。

ちひろ人権コンサート

設
の
展
示
物
を
見
た
り
、
体
験

し
た
り
し
な
が
ら
巡
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　こ
く
ふ
街
角
博
物
館
運
営
委

員
会
の
阿
部
得
二
さ
ん
は「
夏
休

み
の
自
由
研
究
に
も
お
す
す
め

で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

［問い合わせ先］農林水産課（621ー5246）

眉山のさらなる魅力アップへ

水辺の夢プログラム

第2次地球温暖化対策推進計画
の策定に向け市民会議を設置

　“心おどる水都・とくしま”の魅力を発信するため、
「水辺の夢プログラム」として、７月28日、「大人の陶
芸教室～ジョッキを作ろう～」が万代中央ふ頭･第
二倉庫で実施され、約30人が思い思いのジョッキを
制作。焼き上がったジョッキを使って、9月にパー
ティが開かれる予定です。

　７月26日、人権教育・啓発専門講座として、歌手で作曲家
のちひろさんの人権コンサートがふれあい健康館で行われ
ました。ちひろさんは、童謡詩人・金子みすゞさんの詩に曲
をつけて歌い、「自分に与えられた個性を社会に生かすこと
が大切」と語りました。約180人の参加者は人権の大切さを
あらためて認識しているようでした。

21
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て
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マ
に
平
成
元
年
に
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営
を
開
始
し
、
こ
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た
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こくふ街角博物館

　冷製パスタの場合、パスタは
通常より1分ほど長めにゆでま
す。氷水でしめたあとは、手で
ギュッと搾って、水気をしっかりと
りましょう。

和風冷製パスタ
　～じゃこと夏野菜のレモンハニー～

パスタを少し長めにゆで、
流水で粗熱を取り、氷水でし
める。
玉ネギ、小松菜、オクラを
さっとゆで、冷水で冷まして
食べやすい大きさにカットす
る。キッチンペーパーで水気
を拭き取る。
ボウルに★印の材料を合わ
せ、水気をよく搾ったパス
タ、②、じゃこ、カットしたト
マトと大葉を入れざっくりと
混ぜる。
お皿に盛りつけたら、仕上げ
にエキストラバージンオリー
ブ油をまわしかけ、もみノリ
を散らして完成。

①

②

③

④

お料理メモ

●作り方

7月の

●材料（1人分）
パスタ・・・100g
玉ネギ、小松菜、オクラ、じゃこ、
トマト、大葉、もみノリ・・・各適量
★薄口しょうゆ・・・少々
★水・・・120cc
★蜂蜜、レモン汁・・・各少々
★レモンの皮（千切り）・・・2～3切れ
エキストラバージンオリーブ油・・・少々

●このメニューが食べられる
　「とくしまIPPIN店」
HAPPINESS（ハピネス）
　　　　　　　   =写真提供

南昭和町5656-3383

動物園で飼育員体験
　とくしま動物園で7月28日、飼育員の仕
事を体験できるサマースクールが行わ
れ、12組の親子が、餌の調理や獣舎の清
掃、動物解説板の作成などを行い、動物と
のふれあいを楽しみました。

［問い合わせ先］文化振興課（621ー5314）

⑨

⑩ ⑦

県道30

R192

至池田

JR府中駅
井戸寺

観音寺

吉野川

至徳島③

⑥ ⑤

⑧

⑦

⑩⑪⑨

名石
ひょうたん館 藍布屋

天狗久
資料館

阿波史跡
公園

考古資料館

初代
天狗久の碑

長尾織布
④
阿波木偶館

①蚕の館 N

気延館

②CATV館


